
体育科 授業改善推進プラン 

１ 体力測定結果（令和３年度実施） 

 【全校として】・上態起こし、反復横跳び、２０ｍシャトルラン、立幅跳び、ソフトボール投げの５種目が課題と言え、昨年度よりも体力は下降した。 

 【第５・６学年の課題】・５０ｍ走 

 【第４学年】長座体前屈 

２ 児童の実態（課題） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

・意欲的に活動に取り組む児童が多

くいる。 
・経験の違いが顕著に出る。 
・友達の動きを真似したり、動きのコ

ツを見付けたりすることが難しく、

自己流の動きになってしまうこと

が多い。 

・多様な動きや基本的な動きは、楽し

く積極的に取り組める。 
 
・グループ活動の経験が不足してお

り、教え合うなどの活動が苦手であ

る。 

・前向きに授業に取り組む児童が多

いが、自ら考えて取り組むまでには

至らないこともある。 
・学習カードを用いて振り返りを行

うことで、自分の思考を表現しよう

としているが、書けない児童も多く

いる。 
 

・意欲的に学習に参加する児童が多

い。しかし、休み時間に進んで体を

動かす児童が少ない。 
・休み時間に体を動かすエリアが並

木であることが多く、広いスペース

を使って思い切り全身を動かす運

動をする子が少ない。 

・各種の運動に積極的に取り組む児

童が多い。 
・勝敗を受け入れたり、友達のミスに

も優しく声を掛けたりするなど、仲

間と楽しみながら運動に取り組め

ている。 
・運動の行い方の工夫やルールの工

夫をはできるが、見つけたコツや作

戦でうまくいったことなど、自分や

仲間が考えた事を他者に伝えるこ

とのできる児童が少ない。 

・各種の運動に積極的に取り組む児

童が多い。 
・勝敗を受け入れたり、友達のミスに

も優しく声を掛けたりするなど、仲

間と楽しみながら運動に取り組め

ている。 
・運動の行い方の工夫やルールの工

夫をはできるが、見つけたコツや作

戦でうまくいったことなど、自分や

仲間が考えた事を他者に伝えるこ

とのできる児童が少ない。 

３ 課題や授業の改善策 

 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

知
識
・
理
解 

・場の設定を工夫したり、運動する

場を増やしたりすることで、それ

ぞれの運動の基礎的な動きを身

に付けられるようにする。 

・ごっこ遊びなどを通して、体の使

い方や体力向上に繋げる。 

・集団での活動や競い合う楽しさを

共有し、仲良く楽しく運動する。 

・写真や動画を活用することで、自

分の動きを客観視することで、身

に付けていた知識の根拠を明確

にし、理解に繋げる。 

・集合整列や移動など切り替えを早

く行わせる指導を続けることで、

運動量の時間を確保する。 

・お互いに声を掛け合って楽しい雰

囲気づくりをすることで各種の

運動の楽しさや喜びに触れ、各種

の運動の基本となる様々な動き

や技能を身に付けられるように

する。その結果として体力の向上

をはかる。 
・用具の正しい使い方を理解させ、

場や用具の安全に留意して運動

できるようにする。 

・各種の運動の楽しさと行い方を理

解できるように、運動の行い方や

動きのコツをまとめた学習カー

ドを活用したり、タブレットで動

きのコツが分かる動画コンテン

ツを活用したり、自身の動きを振

り返り課題を見付けることがで

きるように録画機能を活用した

りする。 

・各種の運動の楽しさと行い方を理

解できるように、運動の行い方や

動きのコツをまとめた学習カー

ドを活用したり、タブレットで動

きのコツが分かる動画コンテン

ツを活用したり、自身の動きを振

り返り課題を見付けることがで

きるように録画機能を活用した

りする。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

・動きのポイントを捉えて取り組む

児童を称賛し、児童とともに動き

のポイントを見付けたり、全体で

共有したりする。 

・グループ活動を通して、互いの動

きを見てアドバイスをし合う。 

・ダンスや、マット運動などで気を

つける視点を与え、ポイントに気

をつけながら運動をすることが

できる。 

・具体的に書く内容を提示し、最初

は選択方式で記入することで、自

分の思考や判断をしたことを表

現する力を身に着けさせる。 

・児童同士がお互いの動き良い点や

動きのコツを見つけ、思考判断が

育つ授業展開に工夫する。 

・各種の運動の始めに試しの活動を

行い、自分の課題に気付けるよう

にする。また、友達とアドバイス

し合う場を設けることで、その課

題解決のためにどのような体の

動かし方をしたらよいのか考え

られるようにする。 

・1 時間の学習で、児童が考えるこ

と、見つけることが明確になるよ

うにめあてを立てて意識して運

動に取り組めるようにする。 

・児童が考えたことを共有できるよ

うに、チームやグループの友達に

伝える時間、全体で共有する時間

を確保する。 

・1 時間の学習で、児童が考えるこ

と、見つけることが明確になるよ

うにめあてを立てて意識して運

動に取り組めるようにする。 

・児童が考えたことを共有できるよ

うに、チームやグループの友達に

伝える時間、全体で共有する時間

を確保する。 

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

・グループで活動する時間を作り、

友達の良いところや改善点を見

付けてコミュニケーションを取

ることで、交流する場を設定す

る。 

・集団で取り組める遊びを工夫し、

順番やきまりを守って安全に運

動できるようにする。 

・グループで取り組ませることで、

自ら働きかける児童を育成して

いく。 

・毎時間のめあてを明確に提示し、

振り返る時にはめあてに沿って

行わせる。 

 

・「ナイス」「グッド」など相手を認

める声掛けを掛け合う雰囲気を

つくることで決まりを守り、誰と

でも仲良く運動できるようにす

る。 
・「ドンマイ」「大丈夫だよ」などの

励ましの声掛けをする雰囲気づ

くりをすることで、最後まで努力

して運動する態度を養う。 

・運動に積極的に取り組み、児童や

約束を守り助け合って運動をし

たり、仲間の考えや取組を認めた

り、場や用具の安全に気を配った

りしている児童を称賛すること

で、意欲的に学びに向かう児童を

育成していく。 

・運動に積極的に取り組み、児童や

約束を守り助け合って運動をし

たり、仲間の考えや取組を認めた

り、場や用具の安全に気を配った

りしている児童を称賛すること

で、意欲的に学びに向かう児童を

育成していく。 

※太枠内は、特に重視する内容 


